


人権尊重都市宣言
　すべての人が人として尊ばれ，基本的人権
が保障された明るく住みよい社会の実現は，
私たちの強い願いです。
　しかし，現実の社会においては，依然として
様々な人権侵害の事象が存在しており，今こ
そ市民一人ひとりが力をあわせ，人権が尊重
される住みよい鈴鹿市を築かなければなりま
せん。
　よって，私たちは，自らの人権意識を高め，
人権尊重の輪を広げるために，ここに鈴鹿市
を「人権尊重都市」とすることを宣言します。
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鈴鹿市人権擁護に関する条例
平成８年１２月２５日 

条例    第２６号 

（目   的） 

（市民の責務） 

（施策の推進） 

（計画の策定） 

（推進体制の充実） 

（審 議 会） 




